























































































































































































































































































































































































































































































（1） Philip C.C.Huang「Between Informal Mediation and Formal Adjudication―The Third 










































































































































（3） 太田出『中国近世の罪と罰 ―― 犯罪・警察・監獄の社会史』（名古屋大学出版会、
二〇一五年）参照。
　第二節　律例の姑息的改廃
近代化が完成するまでのいわば応急措置として一方では修訂法律館は律例体
制の大枠の中で律例に記す刑事制度について部分的な改廃をしました。取り敢
えず刑罰の分野に局限して残酷な刑罰等をなくし適用を平等にします。
一九〇三年に発遣流徒刑を収所習芸に読み替えます。一九〇五年に凌遅処死、
縁坐、刺字等を廃止します。また、婦女の犯罪を軽く処罰する優遇を廃止します。
一九〇六年には拷問が禁止され笞杖の刑を罰金に読み替えます。秋審で減刑さ
れる戯殺、誤殺のような名目的死刑が廃止されます。また、三法司会審と九卿
会を廃止し秋審は大理院の判断を法部が再考察することとします。一九〇七年
に枷号を廃止します。一九〇八年に旗人の法律上の優位（「八議」）を廃止しま
す。もっともこれらは完全に実施されてはいないのであって例えば拷問は根絶
できません。そしてこれらの個別になされた改革は大清現行刑律としてまとめ
られます（一九一〇年）。　
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結語
現代中国法の中に清代法に類似する制度や思考傾向があります。第一に、伝
統中国の時代から既にある価値観や思考傾向に沿って現代にも存する法制
度、思考傾向があります。一に、家族倫理を重んじています。高齢者に対する
刑の軽減があります。養子や親子の扶養関係を重視します。養子は実親との関
係を断絶します。二に、人は共生するべきであると考えています。民事紛争の
解決に於いて調整的な取り扱いをなす調停が重要視されます。社会主義和諧社
会は人民の目指す共生する伝統社会に似ています。三に、刑法に於いては社会
的な危害、体制への侵害性の有無、大小が犯罪性の評価の基軸になっています。
また、そこには、人を集団としてとらえる思考傾向があります。共犯を主犯と
従犯としてとらえ主従は果たした役割によって決めます。犯罪集団の犯罪のと
き首謀者は行為に参加していなくても全体に責任を負います（1）。
第二は、主に社会主義の理念から来る制度であり伝統中国のあり方を直接受
け継ぐものではないけれども伝統中国のそれと事実上類似するものです。それ
なりに似た働きをします。一は、国家の基礎である権力の性格のとらえ方を巡
ります。現代中国は国家権力の根拠を平等で均質な人民に置きます。権力を人
民に対立するものではないとします。権力は腐敗するという悲観的な見方に立
つ権力分立論をとりません。権力は民主的に集中するべきであるとして独立し
た司法が存在しない点や中央集権的であり地方官衙も国家の機関である点で一
君万民の清朝の官制に似ています。二は、法の属性についてです。社会主義法
や伝統中国の官法はすべて国家あるいは官との関係に於ける公法です。現代中
国に於いて民事、商事法はすべて経済法であって私的自治の原則に立つ民法、
商法はないとする考え方が根強く存しました。また、訴訟手続が職権的です。
民事訴訟の立案に際して既に実質審理をします（2）。刑事訴訟では可能な限り
真相に近い事実を追及する実質的真実主義をとり確定力の考え方は存在しない
し無罪の推定の制度もありません（3）。刑事手続の中で民事的処理もします（4）。
三に、法の基礎にいわば自然法を置く思考があるところが似ています（5）。国
家機関を共産党が指導するとしたり、法律に規定がないとき政策によるのは、
清代の獄訟に於いて情理による処理があることを思い起こさせます。
85中国法史講義ノート（Ⅶ）
註
（1） 中華人民共和国刑法二六条、九七条。
（2） 中華人民共和国民事訴訟法一二三条。
（3） 中華人民共和国刑法三六条。
（4） 同上法三六条。
（5） 類似していた制度で中華人民共和国成立後かなり経ってから廃止されたものもあり
ます。同姓不婚はその例であって現在の中国法にはありません。
［付記］
　中国法史講義ノート（Ⅰ）（星薬論集二九）三頁の第八章を商取引の秩序とし、第一
節　商品の秩序、第二節　商取引法、第三節　民間に於ける商取引秩序と改めます。第
九章第一節を近代化のための改革とし第二節を律例の姑息的改廃と改めます。
